
 

 

第２章 北斗市高齢者の現状等 
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１ 高齢者人口などの推移 
 

北斗市の総人口は、平成 30年（2018年）の 46,511人から令和５年（2023年）には 43,792人

と減少傾向となっていますが、高齢化率(総人口に占める 65歳以上の高齢者の割合)は増加を続け

ており、令和５年現在には 31.4％となっています。 

また、高齢者人口の内訳をみると、後期高齢者(75歳以上)は年々増加しており、令和５年には

7,129人となっています。 

 

●年齢３区分別人口と高齢化率の推移 

 
資料：住民基本台帳（各年９月末時点）    

 

●高齢者人口の推移 

 
資料：住民基本台帳（各年９月末時点）    
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２ 高齢者世帯数などの推移 
 

北斗市では、高齢者のいる世帯数は増加傾向にあり、令和２年（2020年）では、8,484世帯に

高齢者がいる状況です。 

高齢者のいる世帯の中で高齢者単独世帯数は増加傾向にあり、高齢者のいる世帯に占める割合

も増加傾向です。令和５年（2023年）では高齢者単独世帯は 2,499世帯まで増加しています。 

 

●一般世帯数に占める高齢者のいる世帯の推移 

 

資料：国勢調査    

 

●高齢者のいる世帯推移の内訳 

 

資料：国勢調査    
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３ 日常生活圏域別人口の推移 
 

令和５年（2023年）の日常生活圏域別の人口は、上磯地区が 33,878人、大野地区が 9,914人と

なっていて、いずれも減少傾向です。両地区の高齢化率に大きな差異はありませんが、両地区と

もに高齢化は進んでいます。 

また、後期高齢者比率（総人口に占める後期高齢者の割合）をみても、両地区ともに増加傾向

です。 

 

●日常生活圏域別人口と高齢化率の推移 

 

資料：住民基本台帳（各年９月末時点）    

 

●日常生活圏域別高齢者人口と後期高齢者比率の推移 

 
資料：住民基本台帳（各年９月末時点）    
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４ 要支援・要介護認定者数の推移 
 

要支援・要介護認定者数は、令和３年（2021年）をピークに減少傾向にあり、令和５年（2023

年）は 2,811人です。 

全国、北海道と比較すると、令和４年（2022年）までは全国と北海道よりも高く、令和５年は

北海道よりも低く、国よりも高くなっています。 

 

●要介護・要支援認定区分別認定者数の推移 

 

資料：地域包括ケア「見える化システム」 

 

●要介護・要支援認定率の推移 

 

資料：地域包括ケア「見える化システム」 
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５ アンケート調査にみる現状 
 

（１）調査概要 

① 調査の目的 

本計画の策定に当たり、65歳以上の住民や介護をしている家族、介護サービス事業者等を対

象にアンケート調査を行い、市内の高齢者を取り巻く実態把握を行いました。 

 

② 各調査の趣旨・対象 

 

区分 調査対象 
調査の 

実施時期 

調査票 

配布数 

有効回答数

【率】 

介護予防・日常生

活圏域ニーズ調査 

本市内在住の 65 歳以上の高齢者 

（要介護１～５の認定を受けている

人を除く） 

令和５年 

（2023 年） 

８月～９月 

1,200 件 
790 件

【65.8％】 

在宅介護実態調査 
本市内在住の要支援又は要介護認定

者のうち、在宅で生活している人 
同上 880 件 

500 件

【56.8％】 

介護人材実態調査 
本市内の事業所、施設・居住系サー

ビスの管理者の人 
同上 66 件 

35 件 

【53.0％】 

居所変更実態調査 
本市内の施設・居住系サービスの管

理者の人 
同上 31 件 

18 件 

【58.1％】 

在宅生活改善調査 
本市を担当する居宅介護支援事業所

のケアマネジャー 
同上 20 件 

11 件 

【55.0％】 

 

③ 調査方法 

・郵送による配布・回収：介護予防・日常生活圏域ニーズ調査及び在宅介護実態調査  

・インターネットメールにて送付・回収：介護人材実態調査、居所変更実態調査及び在宅生

活改善調査 

 

調査結果の表記及び注意点について 

●回答は、各質問の者数（計）を基とした百分率（％）で示しています。小数点第２位を四捨五入して

いるため、比率の合計が 100.0 ％にならない場合があります。 

●複数回答を求めた質問では、回答比率の合計が 100.0％を超えます。 

●回答があっても、小数点第２位を四捨五入し 0.1％に満たない場合は、表・グラフには「0.0」と表記

しています。 
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（２）介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 

① 介護・介助が必要になった主な原因 

全体では、「糖尿病」と「骨折・転倒」、「高齢による衰弱」が、それぞれ 13.9％と最も高くな

っています。 
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② 現在の暮らしの状況を経済的にみてどう感じているか 

全体では、「ふつう」が 54.3％と最も高く、「やや苦しい」が 30.4％、「大変苦しい」が 9.6％

と続いています。「大変苦しい」と「やや苦しい」を合わせた『苦しい』は 40.0％となっていま

す。 

前回調査（令和２年（2020年）に実施）では『苦しい』が 28.3％であり、今回調査では『苦

しい』が 11.7ポイント上昇しています。 
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③ 外出を控えているか 

全体では、「はい」が 25.4％、「いいえ」が 68.6％となっています。 

年齢別では、年齢が上がるほど「はい」の割合が高くなる傾向にあります。 

前回調査（令和２年（2020年）に実施）では「はい」が 34.1％であり、今回調査では「は

い」が 8.7ポイント減少しています。 
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④ 家族や友人・知人以外の相談相手 

全体では、「医師・歯科医師・看護師」が 20.6％と最も高く、「地域包括支援センター・市役

所」が 14.9％、「社会福祉協議会・民生委員」が 14.3％と続いています。 

年齢別では、年齢が下がるほど「そのような人はいない」の割合が高くなる傾向にありま

す。 
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⑤ 認知症に関する相談窓口を知っているか 

全体では、「はい」が 25.3％、「いいえ」が 70.9％となっています。 

性別では「はい」は、女性（30.7％）が男性（17.9％）を 12.8ポイント上回っています。 

要介護度別では、要介護度が上がるにつれ、「いいえ」の割合が高くなる傾向にあります。 

前回調査（令和２年（2020年）に実施）では「はい」が 30.5％であり、今回調査では「は

い」が 5.2ポイント減少しました。 
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⑥ 高齢者が身近な地域や自宅で生活を続けていくために、特に必要な支援・サービス 

全体では、「配食（食事の提供）」が 50.1％と最も高く、「見守り、声かけ」が 44.4％、「外出

同行（通院、買い物など）」が 43.3％と続いています。 

性別では「外出同行（通院、買い物など）」は、女性（47.8％）が男性（37.0％）を 10.8ポ

イント上回っています。 
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⑦ ヤングケアラーという言葉を知っているか 

全体では、「言葉も内容も知っている」が 47.8％と最も高く、「知らない」が 24.8％、「言葉

は聞いたことがある」が 23.4％と続いています。 

年齢別では、年齢が上がるほど「知らない」の割合が高くなる傾向にあります。 
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⑧ 介護予防に対する関心 

全体では、「やや関心がある」が 45.6％と最も高く、「非常に関心がある」が 21.6％、「あま

り関心がない」が 12.5％と続いています。 

年齢が上がるにつれ、また要介護度が上がるにつれて「非常に関心がある」の割合が高くな

る傾向にあります。 
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⑨ 介護予防のために参加したいと思う講座 

全体では、「認知症予防教室」が 35.9％と最も高く、「筋力トレーニング事業（生活機能の維

持・向上）」が 34.9％、「転倒骨折予防教室（寝たきり予防）」が 27.8％と続いています。 

性別では「転倒骨折予防教室（寝たきり予防）」は、女性（35.4％）が男性（17.3％）を 18.1

ポイント上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



23 

 

⑩ 特に力を入れてほしい高齢者施策 

全体では、「医療体制・訪問診療の充実」が 42.4％と最も高く、「高齢者の外出を支援する移動

手段の確保」が 40.4％、「地域交通（バスなど）の利便性の向上」が 29.7％と続いています。 
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（３）在宅介護実態調査 

① 現在抱えている傷病 

全体では、「認知症」が 35.6％と最も高く、「脳血管疾患（脳卒中）」が 21.4％、「眼科・耳鼻

科疾患（視覚・聴覚障害を伴うもの）」が 20.6％と続いています。 

要介護度別では、要介護４で「認知症」が 41.2％と高くなっています。 
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② 今後希望する介護の内容 

全体では、「介護保険制度で利用できるサービスを利用しながら、自宅で生活したい」が

57.8％と最も高く、「介護保険施設（特別養護老人ホーム、老人保健施設、療養型医療施設、介

護医療院）に入りたい」が 12.6％、「介護保険のサービスは利用しないで、自宅で生活したい」

が 4.4％と続いています。 

要介護度別では、要介護３で「介護保険制度で利用できるサービスを利用しながら、自宅で

生活したい」が 64.2％と高くなっています。 
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③ 介護離職 

全体では、「介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない」が 63.1％と最も高く、「主な介

護者が仕事を辞めた（転職除く）」が 7.8％、「わからない」が 5.2％と続いています。 

要介護度別では、要介護３で「介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない」が 80.0％と

高くなっています。 
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④ 主な介護者の方が不安に感じる介護の内容 

全体では、「認知症状への対応」が 36.9％と最も高く、「外出の付き添い、送迎等」が

27.3％、「夜間の排泄」が 25.6％と続いています。 

要介護度別では、要介護３で「夜間の排泄」が 31.1％と高くなっています。 

 

 

 

 

 



 

 


